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森 林 イン ス ト ラ ク タ ー 2022年 度 （令 和 04年 度 ）資 格 試 験 合 格 の 皆 さ ま 、 合 格 お め で

と う ご ざ い ま す 。 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー 東 京 会 （F IT ）は 、 現 在 登 録 会 員 345名 （2022

年 11月 30日 現 在 ）で 、 東 京 を 中 心 に 、 25年 以 上 に わ た り 幅 広 い フ ィ ー ル ド で 活 躍

し て い ま す 。 活 動 の 詳 し い 内 容 に つ い て は 、 F I T ホ ー ム ペ ー ジ を ご 参 照 く だ さ い。

東 京 都 在 住 の 新 合 格 者 は 、 以 下 の 皆 さ ま で す 。 皆 さ ま の ご 入 会 を 心 よ り お 待 ち し

て お り ま す 。

熊 坂 尚 志 、 田 口 義 典 、 萩 原 卓 、 濱 﨑 俊 幸 、 立 川 洋 一 、 福 島 明、

吉 田 昇 、 佐 竹 浩 子 、 西 出 幸 子 、 後 藤 昭 子 、 鈴 木 歩 、 守 屋 緑、

戸 部 美 紗 子 、 塙 彩 、 佐 藤 玲 子 15名 （敬 称 略 ・五 十 音 順 ）

（この名簿はFITが入会説明会に使用することを限定に、（一社）全国森林レクリエーショ ン協会より提供されたものです。）

★ 2 0 2 3 年 （ 令 和 5 年 ） 新 年 会
（ 新 合 格 者 F IT 入 会 説 明 会 ・ 新 年 観 察
会 ・新 年 懇 親 会 ）の ご 案 内

合 格 お め で と う ご ざ い ま す ！ !

「元 樹 会 」が 担 当

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 状 況 に よ っ て は 計 画 変 更 す る 場 合 も あ り ま す の で 、 そ

の 際 は ご 容 赦 下 さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

開 催 日 令 和 5（2023）年 1月 14日 （土 ）

１ ． 新 合 格 者 F IT入 会 説 明 会 （該 当 者 の み の ご 案 内 で す ）

会 場 日 本 教 育 会 館 ９ 階 喜 山 倶 楽 部

２ ． 新 年 観 察 会

会 場 ・受 付 場 所 ：皇 居 東 御 苑 大 手 門 内 百 人 番 所 前 広 場 奥

集 合 ・受 付 時 間 ：１ ２ 時 ３ ０ 分 ～ １ ３ 時 ０ ０ 分

新 年 観 察 会 時 間 ：１ ３ 時 ０ ０ 分 ～ １ ５ 時 ０ ０ 分

※ 新 年 観 察 会 の テ ー マ は 「森 林 イン ス ト ラ ク タ ー 初 心 者 向 け 案 内 」で す 。

３ ． 新 年 懇 親 会

開 催 時 間 ：１ ５ 時 ３ ０ 分 ～ １ ７ 時 ３ ０ 分

会 場 ：日 本 教 育 会 館 （千 代 田 区 一 ツ 橋 ２ 丁 目 ６ － ２ ）９ 階 喜 山 倶 楽 部 平 安 の 間

1 年 間 の 研 鑽 の 成 果 を 発

表 す る 場 で す

会 員 の 皆 さ ま 奮 っ て ご 参

加 を お 願 い し ま す

N o .1 3で す



https://ssl.form-mailer.jp/fms/49fd1431694053 
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★ 重 要 な お 知 ら せ ★

１ ． 新 合 格 者 の 方 に 森 林 イン ス ト ラ ク タ ー 東 京 会 （F IT）入 会 の お 誘 い

今 年 合 格 さ れ た 方 は 、 是 非 森 林 イン ス ト ラ ク タ ー 東 京 会 （Ｆ ＩＴ）へ の 入 会 を お 勧 め し

ま す 。 入 会 手 続 き は 、 合 格 者 の 皆 様 に 郵 送 す る 入 会 説 明 会 の 資 料 を ご 参 照 くだ さ

い 。 な お 、 入 会 の ご 意 向 の 有 無 に 拘 ら ず 、 2022年 1月 14日 （土 ）の 新 合 格 者 入 会 説

明 会 、 新 年 観 察 会 、 新 年 懇 親 会 へ の 参 加 を 歓 迎 し ま す 。 F IT 活 動 の 理 解 や 新 し い

仲 間 と の 面 識 な ど 得 る も の も 多 い と 思 い ま す 。 入 会 説 明 会 ・新 年 観 察 会 ・新 年 懇 親

会 へ の 出 欠 は 、 資 料 に 同 封 さ れ て い る ハ ガ キ に て ご 回 答 くだ さ い 。

２ ． 2023年 度 （令 和 5年 度 ）年 次 総 会 開 催 に つ い て （ご 予 定 くだ さ い ）

● 日 時 ：2023年 3月 11日 （土 ）13時 ～ 18時 （受 付 12:30よ り ）

・総 会 の 前 後 に 講 演 会 、 懇 親 会 を 予 定 し て い ま す 。

● 場 所 ：後 楽 園 「林 友 ビ ル 」6F

３ ． 会 費 納 入 （2023年 3月 1日 ～ 2024年 2月 29日 分 ）に 際 し 、 自 動 払 込 手 続 の お 願 い

ご 存 じ の 通 り 会 費 の 納 入 は 、 原 則 と し て ゆ う ち ょ 銀 行 の 自 動 払 込 を 利 用 し て い た

だ い て い ま す 。 事 務 量 の 削 減 の た め に も 、 ま だ 手 続 き を さ れ て い な い 方 は 、 差 支

え の な い 限 り 自 動 払 込 に ご 協 力 い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。 申 込 用 紙 は

ホ ー ム ペ ー ジ の （旧 ）会 員 の ペ ー ジ 「そ の 他 文 書 」に あ り ま す 「自 動 払 込 利 用 申 込

書 」を ダ ウ ン ロ ー ド の 上 （も し く は 事 務 局 あ て 用 紙 請 求 ） 、 1月 2 5日 ま で に お 申 し 込

み くだ さ い 。

な お 、 従 来 と お り の 振 込 み を さ れ る 方 に は 2月 初 旬 に 振 込 口 座 を ご 連 絡 い た し ま

す 。 年 会 費 は 5,000円 で す 。

４ ． 平 成 ９ 年 度 、 １ ４ 年 度 、 １ ９ 年 度 、 ２ ４ 年 度 お よ び ２ ９ 年 度 の 初 回 登 録 者 の 方 へ 、

登 録 更 新 の お 知 ら せ

平 成 ３ ０ 年 １ 月 １ 日 付 け で 登 録 し た 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー の 登 録 期 間 が 令 和 ４ 年 １ ２

月 ３ １ 日 で 終 了 と な り ま す 。 特 に 資 格 を 平 成 ２ ９ 年 に 取 得 さ れ た 方 は 本 年 末 が 5年

に 一 回 の 最 初 の 資 格 更 新 時 期 に 当 た り ま す 。 す で に 全 国 森 林 レ ク リ エ ー シ ョン 協

会 か ら 連 絡 が あ っ た か と 思 い ま す が 、 こ の 更 新 を し な い 場 合 、 F ITの 会 員 資 格 も 失

う （会 則 第 4条 ）こ と に な り ま す の で ご 注 意 くだ さ い 。

会 費 ：７ ， ０ ０ ０ 円

4． 申 込 み

◎ 「新 年 観 察 会 」「新 年 懇 親 会 」に 申 し 込 む 方 は 、 １ 2月 31日 （土 ）ま で に

下 記 の Ｕ Ｒ Ｌ を 又 は Ｑ Ｒ コ ー ド か ら 、 申 し 込 み フ ォ ー ム に ご 記 入 下 さ い 。

◎ 「新 年 懇 親 会 」に 申 し 込 む 方 は 、 １ 月 6日 （金 ）ま で に 下 記 の 口 座 に ７ ， ０ ０ ０ 円

の お 振 込 み （振 込 手 数 料 自 費 ）を お 願 い い た し ま す 。

（1）ゆ う ち ょ 銀 行 か ら 振 込 ま れ る 場 合

口 座 番 号 ：00170-0-662743

口 座 名 ：森 林 イン ス ト ラ ク タ ー 東 京 会

（2）ゆ う ち ょ 銀 行 以 外 の 銀 行 か ら 振 込 ま れ る 場 合

銀 行 名 ：ゆ う ち ょ 銀 行 、 コ ー ド ：9900、

店 番 ：019、 店 名 ：0一 九 店 （ゼ ロ イチ キ ュ ウ 店 ）

口 座 ：当 座 、 口 座 番 号 ：0662743、 名 義 ：シ ン リ ン イン ス ト ラ ク タ ー ト ウ キ ョウ カイ

※ 参 加 さ れ る 会 員 の 方 は 、 F IT名 札 ・マ ス ク の 着 用 を お 願 い い た し ま す 。



年 受験者数
2003 1246
2011 559
2017 443
2018 383
2019 382
2020 277
2021 284
2022 280
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2 0 2 1 年 3月 に 端 を 発 し た 木 材 価 格 の 世 界 的 高 騰 、 い わ ゆ る

ウ ッ ド シ ョッ ク は 現 在 の 世 界 的 イ ン フ レ の ト ッ プ バ ッ タ ー 的 な 出

来 事 だ っ た 。 そ の 原 因 は 巷 間 、 コ ロ ナ 禍 の 沈 静 化 に よ る ア メ

リ カや 中 国 の 需 要 増 大 に よ る も の と い わ れ て い る 。 あ ま り の 価

格 急 騰 に ウ ッ ド シ ョッ ク と 呼 ば れ 、 マ ス コ ミ で も 取 り 上 げ ら れ た

が 、 同 時 期 に ㈱ ル ネ サ ス エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 工 場 火 災 に よ り 自

動 車 の 半 導 体 不 足 が 顕 在 化 し 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン な る 言 葉 が

国 民 に 認 知 さ れ る よ う に な っ た 。 と 同 時 に 微 妙 な 需 給 バ ラ ン ス

の 上 に 成 り 立 っ て い る こ と を 知 る 。

そ の 半 導 体 不 足 の 陰 に か くれ て 木 材 価 格 急 騰 は あ ま り 話 題 に 上 ら な か っ た 。

注 目 さ れ た の は 、 実 に 1年 以 上 経 っ た ロ シ ア の 日 本 に 対 す る 木 材 の 禁 輸 で 住 宅 の

資 材 不 足 と 価 格 高 騰 が 盛 ん に マ ス コ ミ に 登 場 す る よ う に な っ て か ら だ 。

農 林 水 産 省 で は 、 平 成 21（2009）年 12月 に 、 我 が 国 の 森 林 ・林 業 を 再 生 す る 指 針

と な る 「森 林 ・林 業 再 生 プ ラ ン 」を 策 定 し ま し た 。 「森 林 ・林 業 再 生 プ ラ ン 」は 、 「10年 後

の 木 材 自 給 率 50％ 以 上 」を 目 指 す べ き 姿 と し て 掲 げ 、 森 林 の 多 面 的 機 能 の 確 保 を

図 り つ つ 、 先 人 た ち が 築 き 上 げ た 人 工 林 資 源 を 積 極 的 に 活 用 し て 、 木 材 の 安 定 供

給 体 制 の 確 立 、 雇 用 の 増 大 を 通 じ た 山 村 の 活 性 化 、 木 材 利 用 を 通 じ た 低 炭 素 社

会 の 構 築 を 図 る こ と と し て い ま す 。 「森 林 ・林 業 再 生 プ ラ ン 」は 、 平 成 22（2010）年 6月

に 閣 議 決 定 さ れ た 「新 成 長 戦 略 」で 、 「21の 国 家 戦 略 プ ロ ジ ェク ト 」の 一 つ に 位 置 付

け ら れ ま し た 。 森 林 ・林 業 に 関 す る 施 策 が 国 家 的 な 戦 略 に 位 置 付 け ら れ る こ と は 、

こ れ ま で に な い こ と で す 。

ま た 公 共 建 築 物 に お け る 木 材 の 利 用 に 取 り 組 ん で き ま し た 。 公 共 建 築 物 の 床 面

積 ベ ー ス の 木 造 率 は 、 法 制 定 時 の 8.3％ か ら 令 和 元 年 （2019年 ）度 に は 13 .8％ に 上

昇 し て い ま す 。 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・パ ラ リ ン ピ ッ ク の 各 施 設 で の 木 材 使 用 は よ い 例 で

す 。 さ ら に 発 展 さ せ 、 対 象 を 建 築 物 一 般 に 拡 大 し ま し た 。

当 時 、 合 板 に つ い て は ま だ 製 品 輸 入 の ラ ワ ン 材 や 価 格 の 安 い カ ラ マ ツ 材 の も の

が 主 流 で 国 産 材 使 用 の 合 板 は 流 通 業 者 や 需 要 家 の 抵 抗 も 強 か っ た の で す が 、 国

土 交 通 省 が メ ー カー に 強 く働 き か け を し た と 聞 い て い ま す 。

今 年 の 受 験 者 数 280人 は 底 入 れ と も と れ る 。 こ

れ 以 上 減 少 す れ ば 資 格 の 存 続 に も 関 わ る 。 （社）

全 国 森 林 レ ク リ エ ー シ ョン 協 会 で は 2 0 2 2 年 よ り 夏 の 養

成 講 習 を オ ン ラ イ ン で も 受 け ら れ る よ う に な っ た 。 今 ま

で は 地 方 か ら で て く る 受 講 者 は 夏 の 8日 間 東 京 で 受 講

す る わ け だ が 、 そ の 宿 泊 費 、 交 通 費 な ど 経 済 的 負 担

が 大 き か っ た 。 野 外 実 習 を 含 め オ ン ラ イ ン 化 は 受 験

者 の 利 便 性 を 図 る 意 味 で 一 歩 前 進 で こ れ か ら も 実 施

し て ほ し い 。 コ ロ ナ 対 策 と し て も 有 効 だ 。 願 わ く ば C D

化 な ど で い つ で も 何 回 で も 学 習 で き る 環 境 が あ れ ば 、

よ り 受 験 の 動 機 付 け に な り 合 格 率 の 向 上 も 期 待 で き る 。

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

今 年 は 友 の 会 「資 格 取 得 支 援 講 座 」の 受 講 者 か ら 3名 の 合 格 者 が で ま し た 。 「F I T

友 の 会 」の 講 師 ・ス タ ッ フ の 皆 様 方 に 御 礼 申 し 上 げ ま す 。

有難うございました

受
験
者
数
速
報

今後の増加に期待

資料提供 （一社）日本森林

イ ンストラ クター協会



直径14～18ｃｍ×3ｍ

柱用2等材2番玉

A ロ シ ア 赤 松 3ｍ *40ｍ ｍ *30ｍ ｍ 486

B 針 葉 樹 構 造 用 合 板 12ｍ ｍ *1820*910 2100

C 米 栂 KD上 小 3ｍ *45*36 826

D ヒ ノキ KD 3ｍ *105*105 4630

小 口 卸 売 り　消 費 税 別 1本 　 枚 単 価 　 　 円  2022.11
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政 府 ・業 界 全 体 が 国 産 材 の 利 用 に 地 道

に 且 つ 積 極 的 に 取 り 組 ん だ 結 果 、 20年 前

に は 20％ を 切 っ て い た 自 給 率 は そ の 後 上

昇 し 2020年 に は 41 .8％ 。 2021年 は 41 .4％ と

な っ て 、 目 標 の 50％ ま で あ と 一 息 で す 。 逆

に 木 材 の 輸 出 も 中 国 、 韓 国 、 フ ィ リ ピ ン な

ど へ 増 加 し て い ま す 。 と は い え 人 口 減 の

中 、 先 行 き の 木 材 需 要 見 込 み は 決 し て 楽

観 的 な も の で な く 、 新 し い 利 用 の 開 発 、 林

家 が 成 り 立 つ よ う な 高 付 加 価 値 の 木 材 の

普 及 、 価 値 あ る 木 材 を 理 解 す る 文 化 の 復 活 等 に 努 め な け れ ば

な り ま せ ん 。

こ う し た 官 民 あ げ て の 国 産 材 利 用 促 進 の 根 底 に

あ る も の は 、 や は り 京 都 議 定 書 以 降 の C O P の 存 在

で 、 国 際 公 約 と し て の 脱 炭 素 社 会 実 現 へ の 流 れ だ。

木 材 の 炭 素 固 定 の 機 能 を 生 か そ う と す る に は 、 国

産 材 の 利 用 促 進 、 長 期 固 定 化 と し て の 利 用 、 成 長

量 の 大 き な 若 い 森 に 作 り 変 え る な ど バ ラ ン ス の 取 れ

た 林 齢 構 成 が 必 要 だ 。 こ れ か ら の 動 き に 注 目 し た

い 。

一 方 、 飯 能 市 ユ ガ テ 付 近 で 15ha ほ ど の 山 林 を 所 有 し て い る 杉 田 安 生 さ ん は 「建

築 様 式 の 変 化 で 役 物 （無 節 ）の 柱 が 売 れ な くた っ た の が 大 き い 。 50～ 70年 生 の ヒ ノ

キ が 立 ち 木 で 1本 1000～ 2000円 で は 値 が 上 が っ て も 採 算 が と れ な い 。 今 は 家 族 で コ

ツ コ ツ と 手 入 れ を し て い る が こ の 先 ど う 次 世 代 に 渡 そ う か い い 考 え が 浮 か ば な い 」

と 不 安 を 隠 さ な い 。

同 じ く 飯 能 市 南 に あ る ㈱ 田 中 製 材 所 は 明 治 37年 （1904年 ）創 業 の 飯 能 市 で 一 番

古 い 製 材 所 。 工 場 周 辺 に 60ha の 山 林 を 所 有 す る 。 経 営 者 の 本 端 武 久 さ ん は 、 30

年 前 に 2000坪 (約 0 .6ha )程 度 の 皆 伐 を し た が そ れ 以 後 や っ て い な い 。 や っ て も 費 用

が か さ み 植 林 す る こ と が で き な い の で 皆 伐 す る 気 分 に な れ な い 。

現 在 は 主 に 仕 入 れ た 原 木 丸 太 を 製 材 し て 販 売 し て い る 。 製 品 の 含 水 率 は 15％ 程

度 を め ざ し て い る の で 在 庫 を 多 くも っ て 自

然 乾 燥 を 主 に 、 間 に 合 わ な い も の を 人

工 乾 燥 し て い る 。 単 価 の 高 い も の は 売

れ な く な っ て 、 他 の 林 家 も 放 置 し て い る と

こ ろ が 多 い 。 だ か ら 代 変 わ り す る と 自 分

の 山 が ど こ な の か 分 か ら な い 所 も で て く

る 。 オ ー ト キ ャ ン プ 場 に し て い る と こ ろ も

あ る が 設 備 投 資 が 必 要 だ 。 た ま に 間 伐

を す る が 人 手 が な い 。 東 京 都 の よ う に 間

伐 や 皆 伐 を し て 、 植 林 も し て くれ て 20年 後

に は 返 還 し て く れ る よ う な 手 厚 い 保 護 策

が あ れ ば よ い 。 そ ち ら に 人 手 を と ら れ て

い る 面 も あ る 。

ま た 、 原 木 を 扱 う ㈱ 吾 野 原 木 セ ン タ ー

の 鴨 下 昌 之 さ ん は 、 ス ギ は 上 が っ た ま ま

だ が ヒ ノ キ は 2021年 の 9月 こ ろ が ピ ー ク で

ロ
シ
ア
禁
輸

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
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そ の 後 徐 々 に 値 を 下 げ て い る 。 並 材 だ け が 上 が っ

た の で そ の よ う な 材 を 大 量 に 供 給 で き る 所 は そ れ

な り の 恩 恵 が あ っ た か も し れ な い が 、 こ の 辺 は そ

れ ほ ど で も な い 。 優 良 材 の 中 径 木 は 需 要 が な く 全

然 あ が っ て い な い 。 人 手 不 足 で 材 が あ ま り 集 ま ら

な い の が 悩 み だ と の こ と 。

新 東 京 木 材 商 業 （協 ）で は 、 木 材 で 禁 輸 に な っ て い

る の は カ ラ マ ツ 単 板 、 原 木 丸 太 な ど で 量 的 に 少 な く影 響 は 限 定 的 だ 。 そ れ よ り 極 東

ロ シ ア の ア カ マ ツ 現 地 挽 き の 商 品 は 工 場 の オ ペ レ ー タ ー が 徴 兵 に と ら れ 、 人 員 不

足 に よ る 供 給 減 が 懸 念 さ れ る 。 ヨ ー ロ ッ パ の ア カ マ ツ は 引 き 続 き 取 引 で き る 。 そ れ

よ り も 価 格 高 騰 に よ る 国 内 の 需 要 低 迷 で 年 末 に か け 弱 含 み に な っ て い る と 先 行 き

は 悲 観 的 だ 。

針 葉 樹 構 造 用 合 板 用 の カ ラ マ ツ 単 板 は 相 変 わ ら す 禁 輸 だ が 、 合 板 流 通 量 の 2％

程 度 で あ る 。 現 在 合 板 の 国 産 材 利 用 は 50％ に 迫 っ て い る 。

禁 輸 直 後 は ロ シ ア か ら の 迂 回 と も 思 え る 中 国 製 合 板 が 大 量 に 入 っ て き た が 、 現 在

あ る 中 国 メ ー カ ー の J A S 認 証 取 消 問 題 で 揺 れ て い る 。 今 ま で の オ ー ル 輸 入 カ ラ マ

ツ の 単 板 か ら 表 裏 に ヒ ノ キ 単 板 を 使 用 し 、 心 材 に ス ギ 、 国 産 カ ラ マ ツ を 使 用 し た 国

産 材 100％ 使 用 し た も の が 主 流 を 占 め る よ う に な っ て き て い る 。

ヒ ノ キ 香 る 合 板 が す で に 主 流 の メ ー カ ー も 円 安 や エ ネ ル ギ ー 価 格 の 上 昇 で 生 産

コ ス ト が 上 が っ て い る 。 需 要 減 に よ る 価 格 維 持 の た め の 減 産 を し て い る 状 況 だ 。

林 業 関 係 者 の 苦 悩 は 当 分 続 き そ う だ 。

放 置 さ れ た 森 林 が 問 題 に な っ て 久 し い が 、 せ め て 日 頃 イ ベ ン ト な ど で は 現 状 を 解

説 し 、 参 加 者 に 理 解 し て も ら う 努 力 は 今 後 と も 続 け な け れ ば な ら な い 。

（参 考 資 料 林 野 庁 、 農 林 水 産 省 、 国 土 交 通 省 、 環 境 省 各 ホ ー ム ペ ー ジ ）
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人 物 プ ロ フ ィ ー ル ：

（転 々 と し た 子 ど も 時 代 )

父 親 の 仕 事 の 関 係 で 転 々 と し た が 、 生 ま

れ は 中 野 区 鷺 ノ 宮 。 そ の 後 三 重 県 鈴 鹿、

大 阪 府 吹 田 市 、 渋 谷 区 代 々 木 、 千 葉 市

幕 張 町 と 生 活 の 場 が 移 っ た 。

この 様 に 転 々 と し た た め 、 故 郷 （ふ る さ と）

は 特 に 存 在 し な い 。

（写 真 家 に な っ た ）

大 学 は 日 大 法 学 部 新 聞 学 科 に 入 学 し た

が 、 夜 間 の 写 真 学 校 に も 通 っ た （大

学 は 余 り 出 席 せ ず ）。 大 学 を 卒 業 し 広 告

代 理 店 に 営 業 職 と し て 就 職 し た が 1 年 で

退 職 し た 。 そ し て 写 真 の 仕 事 を 始 め た

（最 初 は エ イ ワ ス タ ジ オ の ス タ ジ オ マ ン と

し て ） 。 写 真 の 師 匠 は 大 久 保 泰 伸 。 ア シ

ス タ ン ト を 3 年 間 務 め 、 そ の 後 原 宿 に 事

務 所 を 構 え 写 真 家 と し て 独 立 し た 。

（我 が 子 へ の ふ る さ と 作 り ）

原 宿 時 代 に 結 婚 し て 1 年 後 に 子 供 が 生

ま れ 、 ５ 年 後 に 住 ん で い た 川 崎 市 の 生

田 か ら 多 摩 ニ ュ ー タ ウ ン に 移 っ た 。 当 選

し た の が 、 当 時 公 団 住 宅 と し て は 珍 し い

ス ケ ル ト ン 方 式 （ 内 部 構 造 ・ 内 装 を 購 入

者 が 行 う ） で 内 装 費 が 掛 か り 大 変 で あ っ

た 。 し か し 、 定 住 し て 子 供 に と っ て 「 ふ る

さ と 」を 作 り た い と い う 自 然 環 境 を 大 切 に

す る 奥 さ ん の 意 向 も あ っ て 平 成 元 年 （19

89年 ）に 移 住 を 決 め た 。

森 林 イン ス ト ラ ク タ ー に な る

仕 事 は し て い る が 元 来 は フ リ ー カ メ ラ マ

ン な の で 時 間 な ど 自 由 が 利 く こ の で 、 多

摩 ニ ュ ー タ ウ ン に 移 っ て か ら は 「 多 摩 市

植 物 観 察 会 」 「 市 民 に よ る 雑 木 林 管 理 」

な ど の 活 動 を 始 め た 。 そ の 観 察 会 の 講

師 が 分 類 学 で は な く 「 植 生 学 」 の 先 生 で

あ っ た こ と が 幸 い し て 植 生 に 興 味 を 持 ち

の め り 込 ん で 行 っ た 。 そ の 時 、 奥 さ ん か

ら 雑 誌 「B E - PA L (ビ ー パ ル )」 に 載 っ た 森

林 イ ン ス ト ラ ク タ ー 資 格 の 記 事 を 知 ら さ れ

受 験 す る こ と に し た 。

気 軽 に 受 験 し た も の の 得 意 な は ず の 主

要 科 目 の 「森 林 」と 「安 全 及 び 教 育 」で 落

第 し て 、 そ の 後 （ 大 学 受 験 以 来 の ） 猛 勉

強 の 甲 斐 が あ り 合 格 （平 成 5年 （1993年 ）

42才 ）し た 。

（ F I T 草 創 期 の エ ピ ソ ー ド と 熱 か っ た メ ン

バ ー ）

森 林 イン ス ト ラ ク タ ー 制 度 が 立 ち 上 が っ て

間 も な い 時 期 で あ り 合 格 者 の 人 数 も 限 ら

れ て い た 。 他 県 で は 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー

会 が 有 っ た が 東 京 に は 無 か っ た 。 そ こ で

有 志 が 集 ま り 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー 東 京

会 （ F I T ） を 立 ち 上 げ た 。 F I T の 組 織 化 に

際 し て は 絶 妙 の 人 材 が 揃 っ て い た 。

N O .1 （ 会 長 ： 石 井 誠 治 さ ん ） 一 名 と N O .2

の 三 名 （事 務 局 長 ：岡 田 誓 さ ん 副 会 長・

知 名 度 ア ッ プ 担 当 ： 三 沢 啓 人 さ ん 副 会

長 ： 関 統 造 さ ん ） の 体 制 が 機 能 し て 一 気

に 進 捗 し た 。 当 時 、 宮 入 さ ん は 広 報 を 担

当 し て フ ォ レ ス ト 通 信 の １ 号 ２ 号 を 発 行 し

た が 蜂 須 賀 公 之 さ ん 、 竹 本 太 郎 さ ん 、 田

島 弘 志 さ ん に 引 き 継 が れ た 。 事 務 局 長

の 岡 田 さ ん は 最 大 の 功 労 者 で 現 在 の F I

T の 元 に な る 仕 組 み を 作 ら れ た 。 例 え ば、

F I T会 長 イ ン タ ビ ュー
日時：2022年11月7日 11時から12時30分

場所：多摩センター 多摩中央公園

参加者：FIT会長：宮入芳雄

広報部より清水好博 宮﨑健

今期からFIT会長になられた宮入芳雄さんはFIT

の有名な草分けメン バー でおられ、高尾山につい

ての著書やホームペー ジの自然発見に高尾山国

有林巡視日誌や多摩ニュータウン散歩を投稿され

プ ロ の写真家の素敵な写真を 読者は楽しめてい

ます。

どの様なお人柄か何をされていたのか編集部は

興味津々でした。お忙しい中快くイン タビ ューを 引

き受けていただきました。
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新 人 の 育 成 制 度 （初 年 度 ：親 子 観 察 会 ・

2年 目 ：木 の 日 研 修 会 ・3年 目 ：新 年 会 を

担 当 す る ） な ど 根 幹 の 制 度 を 立 ち 上 げ

た 。 こ れ で 合 格 し た 直 後 か ら 課 題 が あ り

活 動 を 開 始 す る こ と で 新 し い 会 員 が 動

け る こ と に な っ た 。 更 に 同 年 合 格 者 の 組

織 化 （同 期 会 ）を 提 案 さ れ 推 進 さ れ た 。

（F IT関 連 の 活 動 ）

広 報 部 長 を 務 め た 。 （参 考 ：初 代 広 報 部

長 の 田 島 さ ん → 宮 入 さ ん → 中 西 さ ん →

藤 原 さ ん → 田 川 さ ん → 宮 崎 → 鍛 治 さ ん）

全 国 森 林 レ ク リ エ ー シ ョン 協 会 主 催 森 林

イ ン ス ト ラ ク タ ー 養 成 講 座 の 講 師 （ 自 然

観 察 ）も 担 当 し て い る 。 （ち な み に 本 講 座

で は 最 近 は 参 加 者 の コ ス ト 負 担 削 減 の

た め z oom も 実 施 し て い る ）F I T の 藤 田 富

二 さ ん （当 時 は 林 野 庁 勤 務 ）か ら の 森 林

保 護 員 の 募 集 を 教 え て も ら い 採 用 さ れ 2

0 2 1 年 ま で 高 尾 山 域 国 有 林 の 巡 視 を 1 5

年 間 行 っ た 。

そ の 間 に 著 書 「 ぼ く は 高 尾 山 の 森 林 保

護 員 」「高 尾 山 昆 虫 記 」を 著 し て い る （F I

T ホ ー ム ペ ー ジ の 自 然 発 見 に 会 員 の

出 版 情 報 あ り ）。 写 真 集 と し て は 「ホ ッ と

す る 風 景 が こ こ に は あ る 」 「 屋 敷 林 」 （ 在

庫 が あ る の で 総 会 か H Pで の P R か 販 売

も 検 討 中 ）な ど が あ り ま す 。

F I T ホ ー ム ペ ー ジ に は 長 年 に 亘 り 高 尾

山 国 有 林 巡 視 日 誌 を 掲 載 （全 部 で 169

回 ）頂 い た 。 そ の 後 も 多 摩 ニ ュ ー タ ウ ン

エ リ ア の 写 真 を 投 稿 さ れ て い ま す 。

F IT会 長 に な っ て

前 会 長 の 斉 藤 幸 雄 さ ん か ら F I T 会 長 就

任 要 請 を 受 け 、 拒 ん だ も の の 、 断 り き れ

ず 引 き 受 け る こ と に な っ た 。

会 長 と し て の F I T 運 営 は F I T 運 営 委 員 会

（ 森 の 日 ） の 皆 さ ん で 協 議 し て 運 営 す る

方 針 で あ る の で 会 長 自 身 と し て 個 別 的

に 何 を す べ き か 、 と い う こ と は 想 定 し て

い な い 。

た だ F IT会 員 で 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー の 資

格 を 取 得 し て も 活 動 さ れ て な い 々 が 多 数

居 ら れ る の で 何 か 良 い 機 会 は 無 い か と

考 え て い る 。

特 に 、 F I T 登 録 グ ル ー プ や 同 期 会 そ の

他 集 団 に 属 し て い な い 会 員 が 「個 人 」

で も 参 加 で き る 場 の 必 要 性 を 感 じ て い る。

コ ロ ナ の 影 響 で ３ 年 振 り に 10月 1日 , 2

日 に 第 4 7回 す み だ ま つ り 、 第 5 2回 こ ど も ま

つ り が 墨 田 区 総 合 体 育 館 、 サ ブ ア リ ー ナ に

て 開 催 さ れ ま し た 。 FI Tも ク ラ フ トで 出 典 し 、

一 日 目 2 3名 、 二 日 目 24名 の 会 員 が 訪 れ た

お 子 さ ん を 中 心 に 親 御 さ ん と も 楽 し い 時 間

を 過 ご し ま し た 。

ク ラ フ ト は ブ ン ブ ン ゴ マ 、 エ ン ピ ツ ブ ロ ー

チ 、 ヒ ノ キ 実 ブ ロ ー チ と ス ト ラ ッ プ 、 ケ ム ン

パ 、 ト チ の 実 ス ト ラ ッ プ 、 押 し 葉 し お り （ １ 日

目 の み ） 、 デ ン デ ン 太 鼓 と お 絵 描 き （ ２ 日 の

み ） で し た 。

両 日 と も 晴 天 に 恵 ま れ 、 小 さ な お 子 さ ん

を 中 心 に 会 場 を 訪 れ た 家 族 で 大 賑 わ い で

し た 。 F I Tの ブ ー ス は 入 口 か ら 遠 い 片 隅 で

し た が 、 ど の ク ラ フ ト も 大 盛 況 で ス タ ッ フ は

昼 食 時 間 も 惜 し ん で 対 応 に 追 わ れ ま し た 。

順 番 を 待 つ 子 供 た ち 、 出 来 上 が っ た 作 品

に 笑 顔 で 喜 ぶ 姿 を 見 る と 疲 れ も 忘 れ て ス タッ

フ も 笑 顔 に な り ま し た 。

ケ ガ や ヒ ヤ リ ハ ッ ト も な く 充 実 し た ２ 日 間

で 、 来 年 も 参 加 し た い と 思 い ま し た 。

（ 広 報 部 小 野 ）

子 ど も た ち に ク ラ フ ト の
楽 し さ 伝 え る

すみだまつり
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不 思 議 が 重 な る 理 由

最 初 は 「伊 吹 山 お 花 畑 の 不 思 議 」と 題

し た 石 井 誠 治 さ ん （ 元 F I T 会 長 ） の 講 演

で あ っ た 。 ま ず 不 思 議 だ な と 感 じ た ら そ

の 原 因 を 追 求 し て くだ さ い と 話 す 。

伊 吹 山 は 高 尾 山 に 次 い で 植 物 の 種 類

が 多 い 山 で す 。 そ の 誕 生 ヒ ス ト リ ー に は

地 理 的 条 件 、 気 候 条 件 な ど が 関 連 し て

い ま す 。 山 頂 部 分 は フ ズ リ ナ 石 灰 石 （ペ

ル ム 紀 ）が 赤 道 付 近 か ら 北 上 し プ レ ー ト

に 沈 み 込 む 際 、 付 加 体 と し て 取 り 込 ま れ、

土 台 の 岩 石 は 火 山 活 動 に よ る 緑 色 岩

類 と チ ャ ー ト 及 び 泥 岩 砂 岩 で で き て お り

頂 上 付 近 で は 好 石 灰 岩 植 物 と 草 原 を 形

成 し て い ま す 。 ま た 地 理 的 条 件 か ら 、 多

雪 世 界 記 録 （11 ｍ 28 ｃ ｍ ） を 持 つ ど 同 時

に 、 北 方 系 、 日 本 海 要 素 植 物 が 多 く 、 ま

た 暖 温 帯 や 南 方 系 （ 襲 速 紀 要 素 ） の 北

上 が 交 じ り 合 い 豊 富 な 植 物 種 を 構 成 し

て い ま す 。 そ の 上 、 高 尾 山 と 違 い 、 京 都

に 近 く 昔 か ら 人 間 に 利 用 さ れ て い た 歴

史 が あ り ま す 。 近 江

商 人 に よ る 薬 草 の

栽 培 、 や ヨ ー ロ ッ パ

原 産 の 雑 草 な ど が

生 育 し て い ま す 。 そ

の 一 つ 一 つ を 理 解

す る こ と に よ っ て 伊

吹 山 へ の 関 心 と 魅

力 が 倍 加 す る こ と で

し ょ う 。

安 全 な 登 山 を し て い ま す か

続 い て 鹿 屋 体 育 大 学 教 授 山 本 正 嘉 氏

に よ る 「 歩 行 ペ ー ス と コ ー ス タ イ ム か ら

考 え る 安 全 登 山 の 科 学 」 と 題 す る 講 演

が あ っ た 。

普 段 登 山 を し た り イ ベ ン ト を 開 催 す る

場 合 に 、 歩 行 ペ ー ス を 数 値 化 す る こ と

に よ っ て と て も 分 か り や す く 安 全 な 登 山

を 目 指 そ う と す る も の で す 。

登 り の キ ツ さ は 鉛 直 方 向 の 移 動 速 度

で 決 ま る と す る 。 ガ イド ブ ッ ク の 標 準 は 約

350ｍ /ｈ 程 度 の 速 度 と な っ て い る 。 駅 の

階 段 を 普 通 に 上 る と 1 0 0 0 ｍ / ｈ に な る と

い う 。

安 全 と 考 え ら れ る 速 度 は 3 0 0 ｍ / ｈ で 、

階 段 5段 を 1 0 秒 か け て 上 る ス ピ ー ド と い

う 。 エ ネ ル ギ ー の 消 費 度 合 い を メ ッ ツ と

い う 単 位 を 使 っ て 、 「 寝 る 、 座 る 、 立 つ 、

デ ス ク 仕 事 」に 相 当 す る 運 動 の 強 度 を 1

メ ッ ツ と す る 。 ち な み に 身 に 付 け る 荷 物

等 は 10ｋ ｇ で 1メ ッ ツ に 相 当 す る そ う で す。

ど の よ う な 運 動 ・ス ポ ー ツ ・生 活 活 動 が

何 メ ッ ツ に 相 当 す る か を 分 か り や す く 解

説 、 そ れ に よ る と 「ジ ョギ ン グ と 歩 行 を 交

互 に 、 バ ス ケ 、 ゆ っ く り 泳 ぐ 」 を 6 メ ッ ツ と

し て 、 こ れ を 上 回 ら な け れ ば 安 全 圏 内 と

す る 。 安 全 圏 と は 「 普 段 何 の 運 動 も し な

い 、 心 臓 に 多 少 問 題 が あ る 」 人 が 登 っ

て も 事 故 が お こ ら な い 範 囲 だ と い う 。

中 高 年 の 登 山 者 4 0 0 人 の 登 高 速 度 の

デ ー タ を と っ た と こ ろ 、 安 全 な 6 メ ッ ツ 以

2022年 10月 2日 （日 ）日 本 山 岳 会 科 学 委 員 会 主 催 の フ ォ ー ラ

ム 「登 山 を 楽 し くす る 科 学 （XII）」が 立 正 大 学 の 品 川 キ ャン パ ス・

ロ ー タ ス ホ ー ル で 開 催 さ れ た 。

フォー ラム と は 皆 さ ん と いろいろな 論 議 を 交 わ し た いと の 思 い

で 名 づ け た と の 主 催 者 の 説 明 を 受 け る 。 FIT メ ン バ ー と し て も

日 頃 関 わ りの 深 いテ ー マ で 興 味 深 い講 演 内 容 で あった 。

開会の挨拶をする平野裕也さんと
司会進行役の伊藤謙二さん

Ｆ
Ｉ
Ｔ
メ
ン
バ
ー

が
活

躍

日

本

山

岳

会

科

学

委

員

会

フ

ォ
ー

ラ

ム

「
登

山

を

楽
し
く
す
る
科
学
（X

II

）」

講演する 石井誠治さん



運 動 の 強 さ ス ポー ツ・運 動 ・生 活 活 動 の 種 類

1メ ッツ台 寝 る・座 る・立 つ・デ ス ク 仕 事

2メ ッツ台 ゆ っ くり歩 く、立 ち仕 事 、ス トレッチ 、ヨ ガ

3メ ッツ台 普 通 ～ や や 速 く歩 く、階 段 を下 りる、掃 除 、軽 い筋 トレ

4メ ッツ台 早 歩 き、水 中 運 動 、ゴ ル フ 、庭 仕 事

5メ ッツ台 か な り速 く歩 く、野 球 ,子 供 と遊 ぶ

ハ イキ ング→ 6メ ッツ台 ジ ョギ ングと歩 行 を交 互 に、バ ス ケ、ゆ っ くり泳 ぐ

無 雪 期 の 縦 走 → 7メ ッツ台 ジ ョギ ング、サ ッカ ー 、テ ニ ス 、ス ケー ト、ス キ ー

バ リエ ー シ ョン → 8メ ッツ台 ラン ニン グ（130m／ 分 ）、 サ イクリン グ（20ｋｍ/ｈ）、 中 速 で泳 ぐ

9メ ッツ台 荷 物 を上 の 階 に運 ぶ

10メ ッツ台 ラ ンニ ング（160ｍ/分 ）、柔 道 、空 手 、ラ グビー

ク ラ イ ミング→ 11メ ッツ以 上 速 く泳 ぐ 、階 段 を駆 け上 が る

メッ ツの 単 位 で 表 した 様 々 な 運 動 の 強 度

安 全
圏 外

安 全
圏 内
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下 で 登 っ て い た 登 山 者 は ほ と ん ど い な

か っ た と の 結 果 で あ っ た 。 自 分 で は 気 付

か ず オ ー バ ー ペ ー ス に な っ て い る 実 態

が 分 か っ た 。

ま た 、 ガ イ ド ブ ッ ク の コ ー ス タ イ ム は ほ

ぼ 経 験 値 で あ っ た 。 そ こ で 全 国 の 山 と 渓

谷 社 分 県 ガ イ ド ブ ッ ク の 2000以 上 の コ ー

ス タ イ ム を 平 均 値 化 し て 検 証 し た 。 そ の

結 果 、 傾 斜 地 （平 均 30％ ）で の 登 下 降 速

度 は 、 上 り で 350ｍ /ｈ 、 下 り で 500ｍ /ｈ と

な り 6メ ッ ツ 台 で 可 能 と の 結 論 で し た 。 例

え ば 累 積 標 高 差 1000ｍ を 登 下 降 す る 場

合 、 平 均 値 で ほ ぼ 6時 間 の タ イ ム が つ け

ら れ て い て 、 6メ ッ ツ 台 の ペ ー ス と ほ ぼ 合

致 す る と の 説 明 で し た 。

現 在 、 YA M A Pと 連 携 し て 登 山 地 図 ア プ

リ に 、 コ ー ス 毎 の 特 徴 を 加 味 し た 全 国 的

に 標 準 化 さ れ た 安 全 性 の 高 い コ ー ス タ

イ ム を 搭 載 す る 取 り 組 み を し て い ま す 。

気 候 、 各 人 の 体 力 に 応 じ た 利 用 を し て く

だ さ い 。

感 覚 だ け を た よ り に す る 登 山 か ら 、 具

体 的 科 学 を 基 に し た な 解 説 は と て も 参

考 に な る 講 演 で し た 。

Ｎ Ｈ Ｋ テ レ ビ で 奈 良 県 天 川 村 で 起 き た 遭 難 事

故 に つ い て の 報 道 が あ っ た 。 こ の 事 故 に つ い

て 私 は 2回 観 て い て 、 2回 目 は 少 し 詳 し く 報 道 さ

れ て い ま し た 。

登 山 暦 40年 の 女 性 ベ テ ラ ン ハ イ カ ー 2人 が 遭

難 し た 。 幸 い に し て 救 助 さ れ た が 、 ハ イ カ ー が

地 図 を な く し た と い う 落 度 も あ る が 、 主 だ っ た 原

因 は 、 道 標 に 誘 導 さ れ て 迷 い 込 ん だ と い う こ と

で す 。 3方 向 あ る 登 山 道 に 道 標 が 2方 向 し か 設

置 さ れ て い な か っ た 。 道 標 は 2つ の 自 治 体 の 境

界 に あ っ た が 、 一 方 の 自 治 体 に 関 わ る 2方 向 し

か 設 置 さ れ て お ら ず 、 他 方 の 自 治 体 へ の 道 は

記 載 さ れ て い な か っ た い う 。 管 理 者 か ら す れ ば

管 理 責 任 が あ る の で 責 任 を 負 え る 範 疇 内 し か

や ら な い と す る 気 持 ち が あ る 。

も う 1つ 、 道 標 に 関 す る 話 題 、 あ ま り に も 有 名

に な っ た 裁 判 で す 。 駿 河 小 山 町 で 校 長 を 務 め た

岩 田 さ ん が 地 元 愛 か ら 建 て た 不 老 山 周 辺 に 6 0

本 近 い 有 名 な 道 標 が あ り ま す 。 ユ ニ ー ク な 形 、

鮮 や か な 色 彩 で ハ イ カ ー の 間 で は 有 名 な 存 在。

そ れ が 小 山 町 と 裁 判 に な っ た 。 （ 詳 し く は ネ ッ ト

参 照 ）

奥 武 蔵 に は 顔 振 峠 と い うイ ベ ン ト で も よ く通 る

場 所 が あ り ま す 。 こ こ は H市 と O市 の 丁 度 境 界 に

位 置 し て い ま す 。 奥 武 蔵 グ リ ー ン ラ イ ン な る 道

路 に 面 し て 峠 の 茶 屋 が あ り ま す 。 そ の 反 対 側

に O市 が 設 置 し た 大 き な ハ イ キ ン グ 地 図 が あ り

ま す が 、 顔 振 峠 は 何 と 左 下 隅 に 現 在 地 と 赤 色

で 記 さ れ て い ま す 。 ま た 北 が 真 上 で な く 斜 め 右

上 に な っ て い ま す 。 初 め て こ こ を 訪 れ た 人 が 見

て も 、 お そ ら く 現 在 地 を 頭 の 中 に 描 け る 人 は 少

な い だ ろ う 。 最 寄 り の 鉄 道 駅 も O市 は H市 の 2倍

以 上 の 距 離 が あ る の に 、 O市 に あ る も の は 書 か

れ て い ま す が 、 H市 の 鉄 道 駅 は 看 板 の 範 囲 外 で

書 け ま せ ん 。 道 標 や 地 図 を 一 番 利 用 す る の は

ハ イ カ ー で す 。 お 互 い 話 し 合 っ て 使 い や す い 地

図 や 正 し い 道 標 設 置 を 希 望 す る の は ハ イ カ ー

の わ が ま ま で し ょ うか 。
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山 の 歩 き 方 に は さ ま ざ ま の 意 見 や 、 楽

し み 方 が あ る と 思 い ま す 。

百 名 山 ブ ー ム で 山 が 荒 れ た 、 ピ ー ク

ハ ン ト で 何 が 楽 し い の か な ど 私 の 場 合、

4 0 年 以 上 を か け て の 達 成 で し た 、 今 考

え る と お 金 、 時 間 が か か り ま し た 。

は じ め の 頃 は 妻 や 家 族 、 友 人 と 温 泉

を 組 み 合 わ せ 、 登 山 口 近 く ま で 車 で 行 く

ス タ イ ル で し た の で 、 百 名 山 は 意 識 し て

い ま せ ん で し た 。 い つ し か 50座 を 超 え る

こ ろ か ら 意 識 す る よ う に な っ た よ う に 思

い ま す 。

そ の こ ろ 、 自 分 の 入 院 手 術 と 入 れ 替

わ り に 妻 の 入 院 手 術 、 そ し て 他 界 と な り

完 登 を 強 く意 識 す る よ う に な り ま し た 。

ア プ ロ ー チ が 難 し い 、 小 屋 の 予 約 が 取

れ な い 、 ピ ス ト ン で は 無 駄 が 多 い な ど の

理 由 か ら ツ ア ー も 利 用 す る よ う に な り ま

し た 。 そ し て 残 っ た の が 、 北 海 道 、 南 ア

ル プ ス 、 平 ヶ 岳 で し た 。

そ し て 20 12年 10 月 8 日 、 最 後 の 平 ヶ 岳

の 登 頂 で 完 登 達 成 で し た 。 そ れ ま で 複

数 回 登 っ た 山 が あ り ま す 。 霧 島 、 屋 久

島 、 富 士 山 、 槍 ケ 岳 ， 穂 高 岳 、 尾 瀬 、 飯

豊 山 、 武 尊 山 、 安 達 太 良 山 。 白 根 山 、

八 ヶ 岳 、 谷 川 岳 な ど で す 。

百 名 山 を 歩 い て の 思 い 出 は 、 若 い こ

ろ 妻 と 雲 取 山 の 日 帰 り 登 山 で 、 暑 さ で

の 脱 水 症 状 、 途 中 で の 滑 落 し た 女 性 の

救 出 で 時 間 を 取 り 、 深 夜 の 下 山 と な っ た

こ と 。 時 間 に 余 裕 の な い 計 画 。

火 打 山 か ら 焼 山 の 縦 走

単 独 山 行 で 解 禁 に な っ た ば か り の 焼

山 、 踏 み 跡 も な く 、 高 山 植 物 を 踏 み つ け

な が ら の 歩 き と な っ た が 途 中 で 道 を 失 い、

駐 車 場 と 反 対 側 の 長 野 側 に 下 山 、 林 道

を 歩 き 、 自 然 の 中 で 物 音 、 光 を 感 じ な が

ら 一 晩 か け て た ど り 着 い た こ と 。 地 図 読

み の 勉 強 不 足 、 目 標 が 取 れ な い 夜 の 歩

き 方 、

飯 豊 山 で の 試 練

こ こ で は ツ ア ー で 2 回 、 単 独 で 1 回 、 途

中 の 山 小 屋 で 2 日 の 停 滞 後 下 山 と 撥 ね

帰 さ れ 4回 目 は 、 単 独 で 入 山 す る も 途 中

で 悪 天 と な り 、 無 人 小 屋 で 一 人 3日 の 停

滞 、 や っ と の 思 い で 登 頂 を 果 た す 。 食 料

の 確 保 、 気 象 の 読 み な ど

黒 部 で の 我 慢

春 先 の 黒 部 で の 単 独 行 で 、 雪 渓 を 渡

る 際 に ガ ス に ま か れ 、 視 界 不 明 と な り

道 を 失 う 、 そ こ で 一 息 、 3 0 分 経 過 、 逆 方

向 か ら 人 の 声 が 聞 こ え 、 標 識 を 見 出 し

無 事 通 過 で き た 。

こ と な ど 強 く、 今 で も 思 い 出 す 。

山 の 楽 し み 方 に は い ろ い ろ あ り 、 考 え

方 も 多 々 あ る と 思 い ま す 。 私 は 百 名 山

を 歩 く 事 で 自 然 と の か か わ り 、 壊 れ て し

ま っ た 自 然 の 回 復 の 難 し さ 、 自 然 の 大

き さ 、 人 の 与 え る 影 響 な ど 、 い ろ い ろ の

こ と を 学 び ま し た 。 人 そ れ ぞ れ が リ ス ク

に 備 え 、 安 全 に 楽 し く山 を 歩 くこ と が で き

れ ば い い な と 思 い ま す 。 ま た 森 林 イ ン ス

ト ラ ク タ ー の 資 格 を 得 て か ら の 山 歩 き が

少 し 、 余 裕 を 持 ち 、 い ろ い ろ な と こ ろ に

目 が 行 くよ う に な っ た こ と は 確 か で す 。

最 後 に 2007年 の 山 行 を 参 考 ま で 紹 介

し ま す 。

1月 31日 黒 川 山 、 2月 18 ,19日 熊 野 、

21日 御 坂 、 黑 岳 、 3月 17 ,18日 安 達 太

良 山 、 4月 1,2 ,3日 熊 野 、 4月 14 ,15日 茶

臼 、 朝 日 、 5月 3日 早 池 峰 、 5月 5日 高

尾 、 陣 場 縦 走 、 5月 19 ,20日 立 山 三 山 、

５ 月 27 ,28 ,29 ,30日 屋 久 島 、 ６ 月 １ ,２ ,３ 日

武 尊 山 、 ６ 月 ２ ３ ,２ ４ 日 岩 木 山 、 八 甲

田 、 ６ 月 ２ ９ 日 羅 臼 、 ７ 月 １ ,２ 日 斜 里、

２ ４ 日 尾 瀬 、 ８ 月 ３ ,４ ,５ ,６ 日 槍 ヶ 岳 、 ８

月 １ ７ ,１ ８ ,１ ９ 日 穂 高 岳 縦 走 、 9 月 ９ ,１ ０

日 尾 瀬 、 9月 25 ,26 ,27 ,28日 剱 岳 、 10月

5 ,6 ,7日 武 尊 山 、 10月 17 ,1 8 ,1 9日 早 池

峰 、 蔵 王 、 1 0 月 2 8 ,2 9 ,3 0 日 岩 櫃 山 、 大

峰 山 、 吾 妻 山 、 11月 1日 高 尾 山 縦 走 、

11 月 3 ,4 日 遭 対 協 講 習 、 12 月 2 2 日 高

尾 山 縦 走

私の百名 山

22－ 3318 福 重 昌行

会 員 の 投 稿
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こ の 公 園 は 、 草 花 丘 陵 の 一 端 に 位 置 す る 日 の 出 町

の 東 部 に あ る 面 積 約 97haの 広 大 な 里 山 で す 。 も と は 宅

地 開 発 が 予 定 さ れ て い た が 、 バ ブ ル 崩 壊 と と も に 計 画

が 凍 結 。 日 の 出 町 は 一 転 、 開 発 か ら 保 全 に 舵 を 切 り 、

野 鳥 を は じ め 動 植 物 が 豊 富 な こ の 里 山 を 1 0 年 か け て

整 備 し 、 ２ ０ １ ９ 年 ４ 月 に 開 園 し た 。

マ イ フ ィ ー ル ド と 言 う わ け で は な い が 、 整 備 さ れ る 前

か ら 歩 い て い て 、 今 で は 一 か 月 に 数 回 は 訪 れ て い る 。

駐 輪 場 も 駐 車 場 も 無 く、 武 蔵 引 田 駅 か ら 徒 歩 約 ３ ０ 分 、 車 道 な の で か な り 遠 く感 じ る。

入 り 口 は ４ カ 所 。 東 光 院 か ら 入 る と １ ９ ７ 段 の 急 な 階 段 が 待 ち 構 え て い る 。 植 物 観

察 モ デ ル コ ー ス 、 ２ 時 間 里 山 コ ー ス 、 ４ 時 間 味 わ い コ ー ス な ど い ろ い ろ な ル ー ト が

あ り 、 そ の 時 の 余 裕 に よ っ て コ ー ス を 選 ぶ 。 所 々 に 案 内 の 看 板 が あ る の で 、 方 向

音 痴 の 私 で も 安 心 し て 歩 き 回 れ る 。 そ れ で も マ ッ プ を 持 っ て い な が ら 看 板 を 見 落 と

し て 、 延 々 と 西 多 摩 霊 園 の 近 くま で 歩 い た こ と が あ っ た 。

上 り 下 り も 高 低 差 が か な り あ る の で 、 低 山 に 登 っ

た よ う な 満 足 感 が あ る 。 そ し て と に か く 人 に 会 わ な

い 。 休 日 で も 誰 に も 会 わ な い こ と が 多 い 。 静 寂 感 を

満 喫 す る に は い い が 、 曇 り の 日 に 歩 い て い る と ふ

と 山 の 中 で 迷 い 込 ん だ よ う な 不 安 を 感 じ る 。

珍 し い 植 物 が あ る わ け で は な い が 、 ア キ ノ ウ ナ ギ

ツ カ ミ や ミ ゾ ソ バ 、 ア キ ノ タ ム ラ ソ ウ 、 サ ジ ガ ン ク ビ ソ

ウ 、 ヒ ヨ ド リ バ ナ な ど の 花 、 ヤ マ ノ イ モ の ム カ ゴ 、 イ ヌ

ザ ン シ ョウ の 実 や テ イカ カズ ラ の 実 、 ク サ ギ の 実 な ど

が 四 季 折 々 に 楽 し ま せ て くれ る 。

９ 月 は ク モ の 巣 だ ら け で 大 変 だ っ た 。 メ イ ン の 道 を 歩 くよ う に し て い て も 、 数 ｍ ご と

に 巣 が あ る 。 壊 す に は 忍 び 難 か っ た が 、 体 中 に 絡 み つ くの で 、 枝 を 振 り 回 し な が ら

歩 い た 。 １ １ 月 は 、 枯 葉 の 中 で ヌル デ の 紅 葉 が 鮮 や か だ 。

実 は 、 武 蔵 引 田 駅 か ら 徒 歩 １ ５ 分 の 所 に あ る 介 護 施 設 に 母 が 入 所 し て い る 。 そ

こ か ら １ ５ 分 歩 く と こ の 公 園 な の だ 。 ５ 年 前 母 が 入 所 し た ば か り の 時 は 、 ま だ 車 椅

子 に 乗 る 元 気 が あ り 、 施 設 の 屋 上 か ら 山 並 み を 眺 め た り し た こ と も あ っ た 。 そ れ が

コ ロ ナ 感 染 予 防 の た め 面 会 が 禁 止 に 。 昨 年 か ら 再 開 さ れ た が 、 た っ た の １ ５ 分 間

の 面 会 。 そ れ で も 家 族 の 話 や 食 べ 物 の 話 で 楽 し い よ

う だ っ た 。 だ ん だ ん 食 欲 が 減 り 、 ベ ッ ド か ら 起 き 上 が

る こ と も で き な く な っ た 。 今 は 流 動 食 も ほ ん の 少 し だ

け 、 私 の 顔 も お ぼ ろ げ の よ う だ 。 「私 は 娘 だ よ 」と 言 う

だ け で 面 会 の 時 間 が 過 ぎ て し ま う 。

そ し て 面 会 の 帰 り に 必 ず こ の 公 園 に 行 く よ う に な っ

た 。 と に か く 歩 き 回 る 。 少 し 汗 ば ん で く る 。 見 晴 ら し の

い い と ころ で お 茶 を 飲 む 。 ま た 歩 き 回 って 帰 路 に 就 く。

こ れ か ら あ と 何 回 行 け る だ ろ う か 。

ひので野鳥の森自然公園 H 26年 度 市 川 陽 子

私 の 好 き な フ ィ ー ル ド

宮 本 古 道

猿取山からの眺め

谷ノ入古道
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東 京 都 の 離 島 、 八 丈 島 で 18年 自 然 ガ イド を し て い ま す 。

ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ が し た く て 25年 前 に 移 住 し た の で 、 ま さ か 陸 の 自 然 を ガ イ ド す

る こ と に な る と は 当 時 は 思 っ て も い ま せ ん で し た 。

私 が 住 ん で い る 八 丈 島 は 東 京 か ら 287㎞ 南 下 し た 位 置 に あ り 、 面 積 は ６ ９ k m 2で 山

手 線 の 内 側 と ほ ぼ 同 じ 大 き さ で す 。

三 原 山 （700． 9m ）は 10万 年 以 上 前 に 、 八 丈 富 士 （854 .3m ）は 約 1万 年 前 に 誕 生 し た

2つ の 火 山 で 形 成 さ れ て い る 島 で 、 そ れ ぞ れ 異 な る 自 然 を 楽 し め る こ と が 特 徴 で す。

伊 豆 諸 島 最 高 峰 の 八 丈 富 士 は 水 は け の よ い 玄 武 岩 質 の 山 で 保 水 力 が 無 く 川 が

あ り ま せ ん 。

標 高 600m 辺 り ま で が タ ブ ノ キ が 極 相 の 森 林 で そ れ 以 上 は ガ ク ア ジ サ イ や オ オ バ ヤ

シ ャ ブ シ 、 ヒ サ カ キ の 低 木 、 山 頂 付 近 は 強 風 に さ ら さ れ る 為 背 の 低 い ハ チ ジ ョウ イ ヌ

ツ ゲ と ノ ガ リ ヤ ス が 中 心 の 植 物 相 で す 。

し か し 噴 火 口 内 は 雲 霧 林 と な っ て い て ヒ サ カ キ と ハ チ ジ ョウ イ ヌ ツ ゲ の 森 に セ ッ コ ク

等 の ラ ン が 咲 き 、 シ ダ 苔 類 も 多 く亜 熱 帯 の よ う な 森 が 広 が っ て い ま す 。

一 方 、 三 原 山 は 山 頂 付 近 ま で 森 林 と な っ て い る た め 保 水 力 が 高 く、 川 や 滝 ・湧 き 水

等 、 水 の 豊 か な 山 と な っ て い ま す 。

極 相 は ス ダ ジ イ で 深 い 谷 や 日 当 た り の 良 い 尾 根 等 、 浸 食 が 進 ん だ 複 雑 な 地 形 の

た め 植 物 相 も 豊 か で 、 特 に シ ダ 類 が 目 立 ち 、 南 方 の ヘ ゴ シ ダ の 自 生 地 も 八 丈 島 の

三 原 山 が 北 限 と な っ て い ま す 。

こ こ は 本 州 か ら 離 れ た 海 洋 島 で あ り 「す べ て の 生 き 物 は 海 を 渡 っ て 」と い う 自 然 形

成 が 、 八 丈 島 の 自 然 の 面 白 さ だ

と 感 じ て い ま す 。

本 州 と の 大 き な 違 い は 四 つ 足 の

哺 乳 類 は 渡 っ て 来 れ な か っ た こ

と で し ょ う か 。

蝉 も ツ ク ツ ク ボ ウ シ 1 種 類 だ け 、

ク ワ ガ タ は 数 種 類 い ま す が カ ブ

ト ム シ は い ま せ ん 。

植 物 も 伊 豆 諸 島 を 南 下 す る ほ ど

花 の 色 が 白 くな り ま す 。

棘 が 無 く な る 植 物 が 多 く 、 ス ス キ

を 触 っ て も 手 を 切 る こ と が あ り ま

せ ん 。

ま た 、 古 く か ら あ る 産 業 （ お そ ら

く平 安 時 代 後 期 ）の 黄 八 丈 は 黄・

102-4501 大 類 由 里 子 （お お る い ゆ り こ ）

八 丈 島 自 然 ガ イド サ ー ビ ス し い の き

八 丈 冨 士 ～ お 鉢 め ぐ り ～
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黒 ・樺 色 の 三 色 の 織 物 で 、 昔 は 蚕 を

育 て 糸 か ら 作 っ て い ま し た 。

蚕 の エ サ と な る ハ チ ジ ョウ グ ワ （現 在

は 雑 種 が 多 い よ う で す ） 、 染 め は コ

ブ ナ グ サ （ 黄 ） ・ ス ダ ジ イ （ 黒 ） ・ タ ブ ノ

キ （ 樺 ） 、 媒 染 は ヤ ブ ツ バ キ と ヒ サ カ

キ の 灰 汁 ・ 泥 と 、 す べ て 八 丈 島 の 植

物 と 土 壌 で 作 ら れ た 世 界 に 誇 れ る

産 業 だ と 思 い ま す 。

私 は そ の よ う な 八 丈 島 を フ ィ ー ル ド

に ア ウ ト ド ア ガ イ ド の 仕 事 を し て い ま

す 。

八 丈 島 は 全 体 が 「 富 士 箱 根 伊 豆 国

立 公 園 」と な っ て い て 、 ツ ア ー コ ー ス

は 保 護 地 域 に な っ て い る 場 所 が 多 く、 環 境 負 荷 を か け な い た め に 歩 き 方 や マ ナ ー

も お 伝 え し つ つ も 参 加 者 に は リ ラ ッ ク ス し て 楽 し ん で い た だ け る よ う 、 か な り 砕 け た

話 し 方 で い つ も 解 説 を し て い ま す 。

ル ー ペ は い つ も 持 ち 歩 い て い て 、 コ ケ や シ ダ の 胞 子 観 察 に 利 用 し て い ま す 。

雨 が 多 い 島 な の で 雨 上 が り は 植 物 に 付 い た 雫 を ル ー ペ で 覗 く の が 美 し く て 大 好 き

で す 。

そ の 日 の 天 気 や 自 然 の 状 況 と お 客 様 の 興 味 に 合 わ せ て い ま す の で 、 お 話 し す る

内 容 は そ の 日 に よ っ て か な り 変 わ っ て し ま い ま す が 、 島 の 成 り 立 ち と 生 き 物 の 特 徴

は 必 ず お 話 し し て い ま す 。

八 丈 島 が 黒 潮 海 流 の 当 た る 位 置 に あ り 、 緯 度 の わ り に 南 国 感 が 味 わ え 、 ひ と 昔

前 は 「東 洋 の ハ ワ イ 」と 呼 ば れ 現 代 ほ ど 気 軽 に 海 外 へ 行 け な い 時 代 に 大 変 多 く の

観 光 客 が 訪 れ る リ ゾ ー ト 地 と な っ て い ま し た 。

も っ と 古 い 時 代 に 遠 方 の 流 刑 地 の イメ ー ジ が 強 い 方 も 多 い と 思 い ま す 。

昔 か ら 自 然 災 害 の 多 い

島 で 、 流 人 （ 罪 人 ） ・ 島 民

関 係 な く 共 に 協 力 し 合 い

な が ら 命 を 繋 い で き た 島

民 の 力 強 さ と お 節 介 に

感 じ る ほ ど の 優 し さ 、 自

然 の た く ま し さ に 最 近 の

旅 行 者 は 癒 さ れ て い る よ

う で す 。

江 戸 時 代 は 八 丈 島 ま で

半 年 か か る こ と も あ っ た

そ う で す が 、 今 は 羽 田 空

港 か ら 55分 。 ぜ ひ 本 州 と

は 違 う 東 京 都 の 離 島 の

自 然 に 興 味 を 持 っ て い

た だ け た ら 嬉 し い で す 。

三 原 山 ～ 硫 黄 沼 ～

八 丈 冨 士 と 八 丈 小 島
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資料提供 沖縄県公式首里城復興サイ ト

も う 一 度 確 認 A E D の 使 い 方

都 会 で も 生 え て い る メ ヒ シ バ 、 オ オ バ コ で

茶 を 作 り飲 ん で み よ う と 計 画 し た 。 何 せ 全 く

知 識 は な くた だ が む し ゃら に 挑 戦 し た 。 つ い

で に 生 え て い た 、 チ ヂ ミ ザ サ も や っ て み る こ

と にし た 。

ち ゃん と し た レシ ピ が あ る わ け で は な い 。

3種 と も風 通 し の 良 い場 所 に 2日 間 網 の 上 に

乗 せ 、 日 干 し ま た は 陰 干 し を し た 。 3種 と も

鍋 に 水 約 1Lに 対 し 、 2握 り（鷲 づ か み ）の 葉

を 入 れ て 約 20分 煮 出 す 。

メヒ シ バ ザ ク切 りにし て 鍋 ま た は フライパ

ン で 残 りの 水 分 を と ば す

オ オ バ コ 鍋 ま た は フ ライパ ン デ で 弱 火 手

で もみ な が らで 水 分 を 飛 ば す

チ ヂ ミ ザ サ 葉 だ けを と り、 乾 燥 後 そ の ま ま

の 状 態 で 煮 出 す

500ｍ ｌペ ッ トボ トル に 1日 1種 類 試 飲 し た 。 体

調 は す こぶ る よ く問 題 は 全 くな い。

メ ヒ シ バ は ま さ に 青 畳 の 香 りそ の も の 、 他

もス ッキ リし た 香 りで す 。

チヂミザサ オオバコ メヒシバ

東京消防庁ポスターより

資料提供 琉球新報

野草茶を作って飲んでみた

今 秋 稲 荷 山 コ ー ス を 歩 い た が 、 ナ ラ

枯 れ の 被 害 が ひ ど い 。 コ ナ ラ は ほ ぼ 全

滅 、 一 部 ク ヌ ギ 、 ア ラ カ シ も や ら れ て い

る 。 被 害 調 査 は 済 ん で い る よ う で テ ー

プ が 巻 か れ て い る 。

コ ナ ラ は 腐 朽 が 早 く 、 強 風 後 は 太 い

枝 が 掛 か り 木 に な っ た り 落 下 す る 。 怪

我 人 が 出 た り し た ら 大 変 だ 。 か と い っ

て 処 分 す る だ け で も 膨 大 な 費 用 が か

か る 。 長 期 間 通 行 止 め に す れ ば 周 辺

の 経 済 的 損 失 も 大 き い 。

も は や 防 ぐ と い う 段 階 で は な い よ う に

感 じ る が 頭 の 痛 い と こ ろ だ 。

どうする！ナラ枯れ

首
里
城
復
元
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何の丸太でしょうか？

ヨコのかぎ

1.高尾山では冬になるとこれを観にくる人が増える

5.相手にこれを見せてはいけない

6.江戸時代、江戸の庶民はここに行くのが夢だった

7.虫除け作用がある成分を含む樹木

8.○○○な花を見ると心がなごむ

9.山頂からの○○○に広がる眺めは最高だ

10.たまには山で遊ぶのもいい

12.草を刈る道具

13.高山に登ると咲いている

タテのかぎ

1.学校の先生はこの時期忙しくなる

2.クリスマスツリーはこの木で作る

3.世界的インフレでこれがあがったなぁ

4.ネジバナは○○○状に花が咲きます

5.チョ ット早かった。○○○○○が見頃に

8.自然観察は五○○を使って

9.豪雪地帯で、軒から出た深いひさしのこと

11.タケと○○はどこが違う？

水 清 ければ魚棲まずとの故事があ るが実際

にそ のようなことが証明された 。

NHKテレビ[ダ ー ウ ィンが来た ！]はFIT会員

の定番番組だ 。

そ の番組で瀬戸内海のイカナゴが極端な不漁

に なってい た 。そ の原因として海がきれい に

なりすぎた た めとの仮説をた て、流れ込む排

水に 多少の浄化してい ない 排水を混ぜて、海

に流したところ、漁獲量が前年の13倍にあがっ

た とい うことだ 。清流のホ タルも同様のことが

あるらしい。

自然は微妙なバランスでなりた ってい ることを

実感した 。

原木市場に 直径16ｃｍ 、長さ
3ｍ のスギ の原木があ ります。
値段は1ｍ 3 あ たり15000円で
す。
この原木は1本いくらですか？

答 え 左からスギ、ヒノキ、カラマツ
丸太値段1152円/本

＜ 事 務 局 便 り ＞

今 年 も 早 い も の で 師 走 を 迎 え 、 残 り 日

数 も 少 な く な っ て き て い ま す 。 新 型 コ ロ

ナ の 感 染 状 況 は 、 ま だ ま だ 収 ま っ て い

ま せ ん 。 ワ ク チ ン 接 種 も 進 ん で い ま す

が 、 感 染 の 第 ８ 波 が 確 実 に 来 る と の 専 門

家 の 見 方 もあ り 、 今 後 も 、 感 染 防 止 に 十

分 な 対 策 を 講 じ て 活 動 を 実 施 し て い た

だ くよ う に お 願 い 致 し ま す 。

今 年 の 合 格 者 も 発 表 さ れ 、 F I T に 新 た

な 仲 間 を 迎 え る 季 節 と な り ま し た 。 新 合

格 者 へ の 説 明 会 、 入 会 手 続 き 、 新 年 観

察 会 に 引 き 続 き 総 会 開 催 と 行 事 が 目

白 押 し で す 。 会 員 の 皆 様 に も さ ま ざ ま

な 場 面 で ご 協 力 を お 願 い す る こ と に な

り ま す が 、 よ ろ し くお 願 い い た し ま す 。

● 会 員 情 報

会 員 数 （２ ０ ２ ２ 年 11月 30日 現 在 ） 34

5名 。


